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名 船 発 掘 ・日本

豪
華
仕
様
の
国
産
客
船

日
本
郵
船
が
豪
州
航
路
を
開
設
し
た
の
は
、
明
治

２９
年

（１
８
９
６
）
１０
月
で
あ
る
。
第
１
船
は

「山

城
丸
文
２
５
２
７
総
ト
ン
）。
ル
ー
ト
は
、
横
浜
、
神

戸
、
門
司
、
長
崎
、
香
港
、
木
曜
島
、
タ
ウ
ン
ス
ビ

ル
、
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
、
シ
ド

ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
。

往
航
は
出
稼
ぎ
移
民
と
生
糸

・
雑
貨
の
輸
送
需
要
、

復
航
は
羊
毛

‘
皮
革
な
ど
の
輸
入
が
見
込
め
た
。

開
設
推
進
の
背
景
に
は
、
吉
佐
移
民
会
社
の
活
動

が
あ

っ
た
。
開
業
翌
年
に
は
、
郵
描
も
出
資
し
、
有

力
社
員
を
送
り
込
ん
で
東
洋
移
民
合
資
会
社
と
し
て

改
名
し
改
組
。
移
民
事
業
の
強
化
を
は
か

つ
た
。

豪
州
航
路
は
特
定
航
路
助
成
制
度
に
よ
る
国
の
補

助
を
受
け
た
。
期
間
は
４
年
半
。
使
用
船
の
条
件
は

２
５
０
０
総
ト
ン
以
上
、
航
海
速
カ
ー２
ノ
ッ
ト
以
上

の
汽
船
３
隻
。
航
海
数
は
月
１
回
と
さ
れ
た
。

開
設
初
期
に
就
航
し
た

「山
城
丸
」
ク
ラ
ス

（同

型
船

「
近
江
丸
し

は
、
船
型
が
小
さ
く
、
速
力
が

遅
い
の
が
欠
点
だ

っ
た
。
そ
こ
で
郵
船
は
明
治
３‐
年

（１
８
９
８
）、
３
８
０
０
総
ト
ン
型
、
航
海
速
カ
ー３

ノ
ッ
ト
の

「春
日
丸
」
ク
ラ
ス
３
隻

（同
型
船

「
二

見
丸
」
「
八
幡
九
し

を
英
国
で
建
造
し
た
。
船
客
定

員
が
多
く
、
客
船
色
が
濃
い
船
で
あ

つ
た
。

そ
の
後
コ
一見
丸
」
が
海
難
で
失
わ
れ
た
た
め
、
「熊

野
丸
」
（５
０
７
６
総
ト
ン
）
を
英
国
で
建
造
。
さ

ら
に

「春
日
丸
」
ク
ラ
ス
の
１
隻
が
上
海
航
路
に
転

じ
た
た
め
、
代
替
船
と
し
て

「熊
野
丸
」
と
同
規
模

の
新
鋭
船
が
三
菱
長
崎
造
船
所
で
建
造
さ
れ
た
。
こ

れ
が
明
治
３６
年

（１
９
０
３
）
１２
月
に
完
成
し
た
「
日

光
九
」
（５
５
３
９
総
ト
ン
）
で
あ
る
。

日
露
戦
争
直
前
に
完
成
し
た
の
で
、
海
軍
に
徴
用

さ
れ
、
「春
日
九
」
「熊
野
丸
」
と
と
も
に
仮
装
水
雷

母
艦
と
し
て
就
役
し
た
。
予
定
の
豪
州
航
路
に
就
航

し
た
の
は
明
治
３９
年

（１
９
０
６
）
３
月
。
こ
の
時

点
で
、
豪
州
航
路
の
使
用
船
は
３
隻
、
航
海
数
は
４

週
１
回

（年
１３
航
海
）
に
な
っ
て
い
た
。

１
・
２
等
の
旅
客
設
備
に
主
眼

明
治
末
年
刊

『日
本
近
世
造
船
史
附
図
」
所
載
の

「
日
光
九
」
の
図
面
に
よ
る
と
、
１
等
客
室

エ
リ
ア

は
船
体
中
央
部
、
２
等
は
船
尾
部
、
３
等
は
第
２
甲

板
の
前

・
後
部
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

前
頁
に
掲
げ
た
１
等
食
堂
（ダ
イ

エ
ン
グ
サ
ロ
ン
）

は
、
船
橋
甲
板
室
の
遊
歩
甲
板
前
部
に
あ
り
、
最
前

部
の
談
話
室

（写
真
の
右
手
方
向
）
と
隣
接
し
て
い

た
。
後
部
に
は
喫
煙
室
が
あ

っ
た
。
２
等
食
堂
は
船

尾
楼

（上
甲
板
）
の
右
舷
客
室
と
左
舷
客
室
の
間
に

設
け
ら
れ
た
。
１

・
２
等
の
食
事
は
洋
食
で
あ
る
。

３
等
食
堂
は
な
い
。
箱
詰
弁
当
を
客
室
で
食
べ
た
。

旅
客
定
員
は
１
等
９０
人
、
２
等
２４
人
、
３
等

（特

別
３
等
を
含
む
）
１
５
８
人

（日
本
郵
船

『七
〇
年

史
ラ
。
客
室

エ
リ
ア
の
大
半
は
１

・
２
等
に
当
て
ら

れ
、
上
級
の
旅
客
設
備
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
。
豪

州
航
路
は
熱
帯
海
域
を
通
過
す
る
の
で
、
冷
房
が
ほ

し

い
。
「
熊
野
丸
」
と
本
船

の
客
室

エ
リ
ア
に
は
、

サ
ー
モ
タ
ン
ク
式
冷
房
が
採
用
さ
れ
た
。
送
風
機
か

ら
空
気
を
送
る
途
中
、
冷
却
機
か
ら
と

つ
た
冷
波
で

冷
や
す
方
式
で
あ
る
が
、
効
果
は
あ
ま
り
な
か

つ
た

と
い
う

（山
高
五
郎

「日
の
丸
船
隊
史
話
し
。

初
航
海
は
明
治
３９
年
３
月
３
日
の
横
浜
発
か
ら
。

要
港
シ
ド
ニ
ー
到
着
は
４
月
４
日
。
片
道
１
か
月
か

か

っ
た

（初
航
海
の
み
ア
デ
レ
ー
ド
ヘ
延
航
）
。

こ
の
時
点
の
日
本
～
シ
ド
ニ
ー
間
の
船
賃
は
、
１

等
が
英
貨
３７
ポ
ン
ド
ー０
シ
リ
ン
グ
、
３
等
は
９
ポ
ン

ド

（庚
寅
新
誌
社

『汽
車
汽
船
旅
行
案
内
し
。
当
時

の
レ
ー
ト

（１
ポ
ン
ド
＝
１０
円
）
で
換
算
す
る
と
、

１
等
が
約
３
８
０
日
、
３
等
は
９０
円
に
な
る
。
銀
行

員
の
初
任
給

（月
給
）
が
３５
円
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、

た
い
へ
ん
な
金
額
だ
。
海
外
旅
行
が
庶
民
に
と

つ
て

縁
遠

い
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
後
期
以
後
、
豪
州
航
路
は
貨
物

主
体
の
航
路
に
変
貌
す
る
。
就
航
船
も
、
欧
州

・
シ

ア
ト
ル
航
路
か
ら
転
じ
た
貨
主
容
従
型
の
貨
客
船
が

主
体
に
な

つ
た
。
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
の
か
。

明
治
３４
年

（１
９
０
１
）
の
豪
州
連
邦
の
成
立
の

と
き
に
国
是
と
し
て
確
立
さ
れ
た
白
豪
主
義
が
背
景

に
あ
る
。
そ
の
基
本
理
合
は
、
有
色
人
種
の
定
往
を

排
斥
し
、
白
人
だ
け
の
理
想
郷
を
こ
の
地
に
築
こ
う

と
い
う
も
の
だ
。
日
本
政
府
は
、
す
で
に
明
治
３０
年

（１
８
９
７
）
か
ら
、
木
曜
島
と
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド

ヘ
の
渡
航
の
自
主
規
制
を
開
始
し
て
い
た
。
こ
う
し

て
日
本
郵
船
は
、
「
日
光
九
」
に
続
く
一象
州
航
路
用

の
客
船
を
新
造
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
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